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Ｑ．小金井市のごみ搬入についてど
うお考えですか？

小金井ごみ一日でも早い受入れストップを
「あと２年間限り、０８年度は４８００トン」は市民の声と運動の成果
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　小金井市のごみが「西多摩衛生組合」（羽村・青梅・福生・瑞穂のごみを焼却）で燃やされ

はじめて、３月末で１年がたちます。約７０００トンのごみが持ち込まれました。小金井市

が新しい焼却炉をつくれないまま、老朽化した古い焼却炉を閉鎖してしまったことが原因で

す。（小金井市は９年後に新しい炉を建設するとしています）

　西多摩衛生組合は、これまで受入れ期間を「最長１０年間」としていました。しかし、市

民の反対の声におされ、「あと２年間限り、０８年度は４８００トン」などの条件をつけて、

４月から１年間、受入れを継続する方針を示しました。市民の声が事態を動かし、一歩前進

であると評価できます。

　一日もはやい小金井市のごみ受入れストップと、ごみの減量にむけて、ひきつづき市民が

声をあげていくことが大切ではないでしょうか。

無料法律相談のお知らせ

●月●日午後1時30分からです。予約が

必要です。鈴木議員の携帯電話まで。

(０８０－１０５８－９４５０)

日本共産党

西多摩衛生組合
住民合意なしの小金井ごみ受入れはノー。市民
の声ふまえ小金井市へ減量・期間短縮を強く働
きかけるべきです。

＜本文＞

多分、にしたまエコにゅーすが発行されると思
うな。・・締結後だな。

だから、

＜１面＞
＜リード＞
　小金井市のごみが西多摩衛生組合（羽村市）
で燃やされはじめて、まもなく１年になります
。小金井市が新しい焼却炉をつくれないまま、
老朽化した古い焼却炉を閉鎖してしまったこと
が原因です。（小金井市は９年後に新しい炉を
建設するとしています）
　西多摩衛生組合は現在の受入れ契約がきれる
３月末日につづいて、あと●の間、ごみを受け
入れる契約を交わす方針を示しています。市民
の声を十分に聞くことなく、受入れを続けるこ
とに私たちは反対です。

＜小金井市ごみ搬入に反対の声が圧倒的－市民
アンケートへの回答＞
・ここで広域支援組合ごとの搬入量をグラフで
。西衛の搬入量もグラフで。アンケート①の率
も。

　共産党羽村市議団がおこなったアンケートに
は、小金井市のごみ受入れについて反対や危惧
する声が多数、寄せられています。その一部を
紹介します。

●以前、読売新聞で読みましたが、小金井市は
地元住民の激しい反対にあい、候補地選定すら
できない、ということですが、反対する間もな
く他市のごみを受け入れさせられている地元民
としては、こんな理屈、到底、承服できません
。
●本当は、福生市、青梅市、瑞穂町のごみも持
ってきてほしくない。だけど、羽村市のすぐ隣
りだから、言わないだけです。小金井市は別で
す。
●今回のごみ受入れは正に小金井市の失政であ
り、新潟地震等の被害による場合と全く異なる
。一日も早く搬入ストップするべきである。
●羽村は焼却施設のとなりには小学校、中学校
、そして高校もあります。それらの子ども達の
健康に害があっても良いのですか。小金井の市
民一般の人たちに見に来てもらい、もし自分達
の子どもがここに通学しているとしたらどう思
うのか聞き、回答してもらって下さい。
●西多摩衛生組合焼却場の近くに住んでいます
。昭和４８年に羽村の自然の豊かさに引かれて
越して来ましたが、現実はごみ投棄の大きな穴
があり、投棄場の埋立てをするよう近くの住民
町会が一つになり、組合に申し立てをしました
。ハエがびっしりでした。それから３５～３６
年また、今度は他市のごみの為に毎日心を悩ま
せています。（中略）羽村に一生住むつもりで
来たのに、年数がたつにつれて羽村にガッカリ
する私達の気持ちをどう受け止めますか。
●自治体同士で協力するのはやむおえない時も
あるかなと思う。（一時的には）

※グラフにはコメントをつける。（何年前のご
み量にひってき。支援の●％が西衛に。）

＜４月以降の小金井ごみ―市民合意不十分なま
ま「受け入れ先にあり」では解決できません＞
・前回の受入れのひどさを再告発
　１年前、西多摩衛生組合は小金井市のごみ受
入れを開始しました。市民への説明会には●人
を越える人が参加し、「●●」「●●」などの
意見が続出しました。しかし、西多摩衛生組合
は説明会を１度で打ち切り、ごみ搬入を開始し
てしまいました。
　西多摩衛生組合は小金井市のごみの●％を受
入れており、支援している衛生組合では最も多
くのごみが運び込まれています。市民の合意が
不十分なまま、「広域支援協定を結んでいるの
だからしょうがない」といってごみを燃やし続
けることは許されません。
　西東京市、東久留米市、清瀬市のごみを燃や
す「柳泉園組合」では地元自治会からの要望に
より、稲葉小金井市長、野崎市長が出席して説
明会をおこない、厳しい条件をつけた受入れを
決定しました。（裏面詳報）
　こうした厳しい態度でのぞんでこそ、小金井
市に対して、ごみ減量と新焼却炉建設にむけて
本気の努力を迫ることができます。あたかも「
受入れ先にありき」のような西多摩衛生組合の
対応では、小金井市は「どうせ羽村で燃やして
くれるんだから大丈夫」となってしまうのでは
ないでしょうか。
～
＜３月２０日（祝）午前１０時から　西多摩衛
生組合での説明会　みんなで参加しましょう＞
地図も書く。だれでも参加できます。

＜２面＞
＜柳泉園組合の議会を傍聴してきました―市民
の声で●●＞
２月２７日、柳泉園組合の議会では、地元町内
会から「小金井市の対応はせっぱ詰まった感じ
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●西多摩衛生組合焼却場の近くに住んでいます。昭和４８年に羽村の自然の豊かさに引か
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となってしまうのではないでしょうか。

●４月以降の小金井ごみ。市民説明会でさまざまな意

見だされる。

　西多摩衛生組合が新たに受け入れようとしている４

８００トンのごみ量は、今年４月までの年間７０００

トンに比べれば減量となりますが、小金井ごみを受け

入れている焼却所の中では２番目に大きな量で全体の

２８％を占めます。

　そもそも「広域支援協定を結んでいるから、困った

ときはお互い様」という理由づけで、小金井ごみを受

け入れることがおかしいと私たちは考えています。

　「広域支援協定」は、焼却炉が突発的な事故で故障してしまったり、あらかじめ予定され

た建て替えで一時的にごみ処理ができなくなった時などに助け合うための協定です。

　小金井市の行政の怠慢がまねいた今回のケースは該当しないはずです。３月２０日にお

こなわれた住民説明会でも、この点について多くの住民から意見がだされました。

　今後、同じようなことが繰り返されないよう、広域支援の抜本的見直しが必要です。

西多摩衛生組合

議会・臨時議会

３月２５日(火)午後５時半～

西多摩衛生組合・２階会議室
※小金井市ごみ受託についての予算の審議などがおこなわれます。
傍聴が可能となる予定です。

●小金井ごみ搬入に反対の声が圧倒的

　　　　市民アンケートへの回答から

　共産党羽村市議団がおこなったアンケートには、小金井

市のごみ受入れについて、反対や不安の声が多く寄せられ

ています。その一部を紹介します。

＜市民からの声＞

●以前、読売新聞で読みましたが、小金井市は地元住民の

激しい反対にあい、候補地選定すらできない、ということですが、反対する間もなく他市

のごみを受け入れさせられている地元民としては、こんな理屈、到底、承服できません。

●今回のごみ受入れは正に小金井市の失政であり、新潟地震等の被害による場合と全く異

なる。一日も早く搬入ストップするべきである。

●羽村は焼却施設のとなりには小学校、中学校、そして高校もあります。それらの子ども

あたかも「受入れ先に

ありき」のような西衛

の連日の対応

●３月10日　市町担当部

　　　　　　課長会議

●11日　正副管理者会議

●12日　地元対策協議　　

　　　　会役員説明会

●13日　議会全員協議会

●20日　地元説明会

●４月１日　受入れ？

平成２０年度小金井ごみ広域支援予定量

●「あと２年間限り・計画が遅れたら即時中止」は一歩前進

　　　市民の声でさらに前進を

　多くの市民から、小金井ごみの受入れについて、疑問や

不安の声があげられていました。共産党羽村市議団がおこ

なった市民アンケートにも、怒りに満ちた、切々たる声が

たくさん寄せられました。（裏面詳報）

　また、「ごみ受入れの中止」などを求める陳情・要望書が、

西多摩衛生組合、羽村市、小金井市などへ羽村市民から多

数提出されていました。

　今回、西多摩衛生組合が受入れ方針に「あと２年間限り、

計画が遅れたら即時中止」などの条件を付けた事は、こう

した市民の声や運動の成果です。

　共産党の鈴木たくや議員も、羽村市議会でくり返しごみ

問題をとりあげ、市民の声を紹介しながら対策を迫ってき

ました。

　市民が安全で健康に生活できる地域をつくるために、さ

らに市民が力を合わせ声をあげていこうではありませんか。
　

西多摩衛生組合、小金井

市が示している４月以降

の受入れ条件

●支援期間は平成２２年３月

までとする。

●ごみ量は年間４８００トン

以内で、搬入は週２日とする。

●次の①～③が履行されない

場合は受入れを中止する。

①小金井市市民検討委員会が

平成２０年６月までに「建設

候補地」の答申をおこなう。

②国分寺市と小金井市の「覚

書」を平成２０年８月までに

更新する。

③新焼却場の候補地を平成２

１年２月までに正式決定する。

３月７日の一般質問では、「２年間限り・計画が遅れたら即時中止」でごみ受入れを決め

た柳泉園組合（東久留米市）を紹介し、小金井市にたいしてきびしく対応することが必

要だと市長を追及しました。ひきつづき力つくします。　羽村市議会議員　鈴木たくや

(注)


